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1　  佐々木智穂 . 環太平洋研究図書館連合（PRRLA：Paci�c Rim Research Libraries Alliance） ―2017年総会参加報告―．東北大学附属図書
館調査研究室年報．2018, vol.5, p.153-158, http://hdl.handle.net/10097/00122457.

2　  https://www.berkeley.edu/about/bythenumbers,(参照 2019-01-04）.

1．はじめに

2018年 9月 16日から 19日にかけて，環太平洋研究
図書館連合（Paci�c Rim Research Libraries Alliance：以下
PRRLA）の 2018年総会が米国・カリフォルニア大学バー
クレー校で開催された。PRRLAの総会には館長と随行 1

名のみが参加できる。今年度は館長代理として佐藤初美

情報管理課長が，随行員として筆者が，17日・18日の
プログラムに出席した。本稿では出席したプログラムお
よびバークレー校の図書館について報告する。

PRRLAの概要については佐々木智穂閲覧係長による
報告 1を参照されたい。

2．総会の概要

名称　　：  Paci�c Rim Research Libraries Alliance 2018 

Meeting（環太平洋研究図書館連合 2018年
総会）

テーマ　：  Access in a Networked World: Challenges, 

Opportunities, and Solutions for PRRLA 

Libraries（ネットワーク化された世界での
アクセス：挑戦，機会，解決策）

日程　　：  2018年 9月 16日（日）～ 19日（水）
開催場所：カリフォルニア大学バークレー校
 （University of California, Berkeley）
参加者　：  12の国・地域の 35機関から 58名（内訳：

中国 9名，香港 6名，マカオ 1名，韓国 5名，
日本 2名，シンガポール 6名，インドネ
シア 2名，ハワイ 2名，オーストラリア 3

名，ニュージーランド 1名，カナダ 2名，
アメリカ 19名）

今回の総会が開催されたカリフォルニア大学バーク
レー校は 1868年に設立された州立大学である。各種世
界大学ランキングで常に上位の評価を得ており，多く
のノーベル賞受賞者やピューリッツァー賞受賞者など
を輩出している。現在，学部学生約 30,600人，大学院
生 11,300人が在籍している 2。

環太平洋研究図書館連合
（PRRLA：Paci�c Rim Research Libraries Alliance）

－ 2018年総会参加報告－

小林　真理絵

写真 1：カリフォルニア大学バークレー校入口



92 東北大学附属図書館調査研究室年報　第 6号（2019.3）

 
3　http://167.99.236.210/wp-content/uploads/2018/10/Marie_Kobayashi.pdf,（参照 2019-01-07）.
4　http://pr-rla.org/wp-content/uploads/PRRLA_090618_FINAL.pdf,（参照 2019-01-07）.
5　http://pr-rla.org/2018/09/27/2018-annual-meeting-presentations/,（参照 2019-01-07）.

3．プログラムとセッション

3.1.プログラム
【9月 16日（日）】
・歓迎レセプション
【9月 17日（月）】
・開会挨拶
・記念撮影
・  プレゼンテーション：Building Infrastructure for 

Digitization, Discovery, and Access（デジタル化，発見，
アクセスのためのインフラ構築）

・  パネルディスカッション：Access in a Networked World: 

Cross-Institution Cooperation and Collaboration（ネット
ワーク化された世界でのアクセス：施設間の連携・協
力）
・  図書館見学：Reception and tour of C. V. Starr East Asian 

Library（東アジア図書館）
・  プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン：Innovation and International 

Exchange among PRRLA Libraries（PRRLA図書館間のイ
ノベーションと国際交流）
・発表の振り返り
・懇親会
【9月 18日（火）】
・ホスト校プレゼンテーション
・Paci�c Rim Library Reports（PRRLA活動報告）
・  図書館見学：�e Bancroft Library Special Collections 

Tour（Bancroft Library特殊コレクションツアー）
・PRRLAビジネスミーティング
・  プレゼンテーション：Digital Humanities, E-Learning, 

and E-Publishing across the Knowledge Lifecycle（知の
ライフサイクルにわたるデジタル人文科学，Eラー
ニング，電子出版）

・  プレゼンテーション：Digitization and Discovery: 

Access to Special Collections（デジタル化と発見：特
殊コレクションへのアクセス）

・発表の振り返り
・懇親会
【9月 19日（水）】
・オプショナルツアー

3.2.本学からの発表
2 日目最後のセッションにおいて「Archives of 

dealing with earthquake disasters in Japan: Great East Japan 

Earthquake（日本における震災アーカイブズの取り組
み：東日本大震災）」と題する発表を英語で行った。発
表では当館「震災ライブラリー」を主として，東北大
学災害科学国際研究所の「みちのく震録伝」，国立国会
図書館の「ひなぎく」を紹介した。発表に用いたスラ
イドは PRRLAウェブサイトにて公開されている 3。
質疑応答では，想定している利用者，それぞれのアー
カイブ間の連携，テキストデータや英語のコンテンツ
の有無，阪神・淡路大震災時の取り組みとの関係，ファ
イルの整理方法についてなど，様々な質問が出された。
PRRLA参加館は環太平洋地域であるため震災や津波へ
の関心も高く，災害アーカイブの構築・利用について
具体的に興味を抱いてもらえたようである。

3.3.プレゼンテーションの概要
5つのセッションにおいて口頭発表 13件（発表 20分，
質疑 10分）とポスター発表 2件が行われた。発表の予
稿 4およびスライド 5はウェブにて公開されている。こ
こでは各発表の概要を紹介する。

●　  Opening the Network to Less-Visible Histories

　　（南カリフォルニア大学：米国）
南カリフォルニアの目に見えにくい歴史へのアクセ
スを確保するための都市全体のコミュニティアーカイ
ブ。コレクションをネットワーク化されたスペースに

写真 2：筆者による発表
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取り込み，歴史的記録をより発見しやすくする。人間
のネットワークをデジタル環境にマッピングする。

●　  The Canadian Roadmap for Advancing Scholarly 

Communications （ビクトリア大学：カナダ）
カナダの研究図書館は，オープンで持続可能で効果

的かつ革新的な学術コミュニケーションシステムを構
想している。データ管理計画の策定を支援し，データ
リポジトリ用のプラットフォーム「Federated Research 

Data Repository（FRDR）」に参加している。

●　  Expanding the Impact of Research Resources

　（カリフォルニア大学バークレー校：米国）
次章参照

●　  Climbing up the Unfathomable Mountain of Shared 

ILS: Experience Sharing from JULAC

　　（香港科技大学，香港城市大学，香港大学：香港）
香港の JULACコンソーシアムは，Almaと Primoを

使用して個々の ILS（統合図書館システム）を共有 ILS

に移行した。ディスカバリ，目録，メタデータ等 5つ
のサブWGで検討した。異なるシステムからのマッピ
ングであり難航した。

●　  When Opportunity Doesn’t Knock, Build a Door

　　（カリフォルニア大学マーセッド校：米国）
カリフォルニア大学オープンアクセス（以下 OA）方
針策定後に調査したところ，OA不可が 48％，Goldが
20％，Greenが 23%であった。OA促進のため，ワー
クショップチュートリアル，OAウィークでのプレゼン
テーション，各部局へ 15分ほどの短い説明会，個別相
談など，対面での説明に重点を置いた教員への支援を
行っている。

●　  KLIB: A New Mobile app for Reserving and Managing 

Library Seats and Facilities at Korea University 

　　（高麗大学校：韓国）
KLIBは，高麗大学図書館が 2000年代に始めた一連
のデジタル化プロジェクトの一部である。ユーザーは
KLIBアプリケーションをインストールしたモバイルデ
バイスから，図書館の情報やサービスに簡単にアクセ
スしたり，座席や施設を予約することができる。 図書
推薦のシステムでは過去 10年分のデータを分野で判断

している。

●　  Library Exchange Program, a UCSD-Fudan Experience 

（カリフォルニア大学サンディエゴ校：米国）
復旦大学とカリフォルニア大学サンディエゴ校で国
際交流プログラムを設定した。それぞれの大学図書館
がインターンシップの学生を受け入れている。プログ
ラムは 4週間にわたり，評価も行う。

●　  Library and Digital Humanities: New Vision, New Role, 

and New Services （北京大学：中国）
デジタル人文学への支援として，図書館技術部が協
力して横断的な共同研究を行った。デジタルコンテン
ツのイニシアチブをとっている。共通のプラットフォー
ムを設けることで発見可能性の向上につながる。また，
ワークショップも行っている。

●　  Beta Testing an OA Monograph Publishing Lab: 

Brainstorm Books at UCSB Library 

　　（カリフォルニア大学サンタバーバラ校：米国） 
UCSB Libraryにおける OAモノグラフの出版の試み

をデータライブラリアン，学生，教員が協働して立ち
上げた。出版社にアドバンテージがあり困難な面もあっ
た。出版経験のない学生の教育のため，チュートリア
ルを提供している。教育の一環として，活版印刷の実
習も行っている。

●　  Enhancing Information Literacy via MOOC and the 

Library’s i-Space （香港理工大学：香港）
学生の情報リテラシー開発を促進するために InfoLit

と i-Spaceを立ち上げた。InfoLitは動画教材である。ア
ニメーションを使用し学習できるようになっている。
i-Spaceは施設設備であり，アニメを作るスタジオや 3D

プリンタ等各種ツールが揃っている。スタッフはおか

写真 3：プレゼンテーション初日の会場（Mo�tt図書館）
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6　  閉館時間は早いところで 16時、遅いところで深夜 2時と館により大きく異なる。休業期間中は多くの館で 9時 -17時、休日は休館。

http://www.lib.berkeley.edu/hours, （参照 2019-01-07）

ず，使用する学生が動画によるトレーニングを受け，
活用するようになっている。

●　  Law Collection @ SMU Libraries: Raising the Bar for 

Access and Discovery 

　　（シンガポールマネージメント大学：シンガポール）
法学分野を対象に教員の刊行物，教員調査，図書館

の利用と ILLの動向，などデータ分析を使用して，図
書館のコレクションとサービスが教員の研究ニーズに
どのように役立ったか考察した。教員の認知の向上と
アウトリーチが重要である。

●　  Archives of Dealing with Earthquake Disasters in Japan: 

Great East Japan Great Earthquake

（東北大学：日本）
前項参照

●　  Marsden Online: Bringing Records of New Zealand’s 
First Settlement to the World

（オタゴ大学：ニュージーランド）
手稿のデジタル化を行った。コレクションを単に閲

覧するだけでなく研究ツールとして役立てるプラット
フォームを開発しており，発見可能性向上のためにデ

ジタル化した手稿の文字起こしを行い，全文検索に対
応している。

いずれの発表においても参加者が熱心に聞き，また
活発な質疑応答が行われていた。各日とも締めくくり
としてその日の発表を振り返り，印象に残った点など
を近くの席の者と共有し，全体に発表する時間が設け
られた。
質疑や他館の発表を通じて，画像をウェブで公開する
だけではなく，テキストデータを付与し再利用できる
形で整備することが求められていることを実感した。
IIIFについては話題に上がらなかったが，これが当然
であるためなのか，テキストデータ付与による全文検
索の方が重要であるためなのかは発表からは読み取れ
なかった。

4．カリフォルニア大学バークレー校の図書館

会場であるカリフォルニア大学バークレー校からは
ホストプレゼンテーション（同校図書館の紹介）およ
び研究資源の拡大についての発表があった。プログラ
ム中に図書館見学会があったが，各日とも自由見学方
式であった。懇親会にはバークレー校の図書館職員も
出席しており，図書館について質問することができた。
本章では発表や懇親会から得た情報の他，観察より得
られた情報を含めて紹介する。

4.1.図書館全体
サービスポイントとして 25の図書館があり，合わせ

て 1,300万冊を所蔵する。本館的役割を担っているの
は，DOE図書館とMo�tt図書館の 2館であり，DOE

図書館は研究図書館，Mo�tt図書館は学生向け施設と
なっている。運用方針は本学同様，各館で異なる。
開館時間は館により異なるが，多くの図書館は 9時
開館で夜 6は閉館している。入口に BDSはあるものの
入館に際し利用証は求められず，夜間休日に無人入館
可能な施設には見受けられなかった。その分，学期期
間中は長めに開館しているようである。
バークレー校の図書館では，“Connecting learning”，
“Treasures”，“Quick information service” を 3本柱として
いる。
“Connecting learning” のもとには 2017年からデジタ

ルリテラシー教育が実施されている。図書館がデータ
サイエンスやミュージックリテラシーを教えるサービ

写真 4：プレゼンテーション 2日目の様子（Alumni House）
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7　http://www.lib.berkeley.edu/libraries/mo�tt-library, （参照 2019-01-07）.
 Webサイトによると 1階にメーカースペースがあり、3Dプリンタ等が設置されているようである。

ス，学生が教え合う相談サービスもある。
“Treasures” では，所蔵コレクションにいつでもどこで

もアクセスできるようデジタル化が実施されている。
特殊コレクションのデジタル化を優先しており，米国
に入植した頃の記録（写真，日記等）のスキャンを行っ
ている。年間 300万点の画像作成を目標としており，画
像作成のためにスキャン専門の技術者を雇っている。
発見可能性およびアクセシビリティを重視しており，
利用促進のために本文のテキスト化を行い，機械翻訳
可能な状態で提供されている。また，利用者自身によ
るスキャンサービスも提供している。著作権の問題が
あるため，セルフスキャンのための著作権料のライセ
ンス契約を行っている。

“Quick information service” では，支援，進化，研究の
3本柱のサービスを行っている。その 1つとしてデータ
サイエンスの支援を行っており，データセットのプラッ
トフォームが整備されている。

4.2. DOE図書館
1911年にバークレー校の研究用中央図書館として開

館した。書架と閲覧席からなる従来型図書館であり，
教育，研究活動をサポートしている。

4.3. Mo�tt図書館
もともとは学生向けの図書館として設置されたが，
図書を DOE図書館へ移動し，学生の学習場所として全
てがラーニング・コモンズ（ガラス張りのグループ学
習室，ボックス席，パソコンエリア等）としてリニュー
アルされた。4階，5階の学習スペースは学期期間中は
24時間利用できる 7。地下で DOE図書館に接続してお
り，図書を利用する場合はDOEを利用することとなる。

写真 5：スキャンサービス（地球科学図書室）

写真 6：DOE図書館外観

写真 7：DOE図書館閲覧室

写真 8・9：座席にこだわらず、思い思いの場所で学習
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8　http://www.lib.berkeley.edu/libraries/east-asian-library,（参照 2019-01-07）

利用者用端末は情報担当部署ではなく図書館で整備
しており，貸出用の iPadやノート PCもある。

また，5階には保健管理センターが設置した休憩室が
あり仮眠できる椅子が設置されている。

4.4.東アジア図書館
米国で議会図書館に次ぐ東アジア蔵書の規模を誇
り，日本，中国，韓国等東アジアの図書，雑誌，新聞
などが約 100万点所蔵されている 8。各国それぞれ専門
のスタッフがおり，収集・整理・資金の獲得を行って
いる。
日本の資料では，第二次世界大戦後の財閥解体で三
井家から購入した蔵書群が主たるコレクションとなっ
ており，江戸明治期の版画や地図が多数含まれている。
古典籍刊本 5,000点，写本 2,600点を所蔵しており，そ
のうちの 800点が電子化済みである。また，2,000点の
地図も所蔵している。
中国からの助成により中国国内で作成されたほぼ全
ての映画が所蔵されていることも特徴の一つである。

写真 10：ガラス張りのグループ学習室

写真 11：利用者用端末

写真 13：東アジア図書館外観

写真 14：東アジア図書館内

写真 12：RestRoom
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9　http://www.lib.berkeley.edu/libraries/bancroft-library,（参照 2019-01-07）

4.5. Bancroft Library

Bancroft Libraryはバークレー校の特殊コレクション
の図書館である。所蔵資料にインキュナブラや中世の
公文書等の貴重書，大学アーカイブなどがある 9。展示
用の用具に特徴があり，重みのある紐でページを押さ
えている（固定されていない）。日本から閲覧しに来た
研究者は卦算を持参しているとのことであり，国によ
り使用器具が異なるようである。

また，別室には活版印刷工房があり，数種類の印刷
機が置かれている。これらは現在も使用されている。

4.6.その他の部局図書室
このほか，各研究科に図書室が設置されている（下
図）。研究科の事情に合わせ，ラーニング・コモンズを
設けているようである。

 写真 15：展示

写真 16：活版印刷工房

カリフォルニア大学バークレー校図書館マップ
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10　http://current.ndl.go.jp/e2086, （参照 2019-01-07）

5．今後の PRRLAの活動

PRRLAの総会は，東アジア地域，北米地域，オセア
ニア地域で交互に開催しており，2019年の総会は韓国
の高麗大学校にて 8月もしくは 9月に開催予定である。
日本では 2002年に東京（慶應義塾大学および早稲田大
学）で実施して以来開催されていないことから，次々
回以降，日本での開催を期待する声も上げられた。ビ
ジネスミーティングにおいて，次回のテーマの希望と
して，オープンアクセス，コモンパブリッシャー，デー
タマネジメントが挙げられている。

PRRLAは学術研究資料へのアクセス向上のための共
同事業の推進を目的としており，加盟館のデジタルコ
レクションを統合的に検索できるアクセスポイントを

設置している。PRRLAの総会以外の事業としてこのデ
ジタルコレクションの整備があり，各館で保有するデ
ジタルコレクションとの連携により登録コレクション
を増やすことに重点を置いている。OAI-PMHでは記
述方法に限界があることから，ResourceSyncで同期され
る。学術情報基盤係において本事業への参画を検討し
たが，国内では ResourceSyncが普及しておらず，外部
のクラウドサーバを利用している現状ではシステムの
対応が不可能であるため連携を見送った。PRRLA側で
もコンテンツ増加の支援策を講じており，今後の支援
状況によっては連携の再検討が要求されるであろう。

6．おわりに

本稿は 12月 6日に掲載されたカレントアウェアネス・
E208610および館内回覧資料を元に加筆・修正したもの
である。
本発表は昨年度の総会参画の際に，佐々木智穂氏（閲

覧係），吉田芙弓氏（雑誌情報係）と検討したテーマを
元に作成した。内容検討にあたっては両氏および永井
伸氏（工学分館整理・運用係），学術情報基盤係のみな
さまにご協力いただいた。発表資料の作成にあたって
は，大隅典子館長，柳原敏昭副館長，加藤晃一部長，

小陳左和子総務課長，佐藤初美情報管理課長よりご助
言いただいた。また，マリア・クリスティナ・ガルシ
アメンデス・ミハレス氏（留学生コンシェルジュ）に
は英文校正をしていただいた。佐々木氏には海外渡航
について有益なアドバイスをいただいた。みなさまに
篤く御礼申し上げる。

（こばやし　まりえ， 附属図書館総務課学術情報基盤係）


